
岩
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情
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損
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土

木

費

△�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

１
０
０
万
円
増

教

育

費

△
校
章
デ
ザ
イ
ン
校
正
料

22
万
円
皆
増

質
問	
事
業
の
内
容
に
校
章
デ

ザ
イ
ン
の
用
途
に
応
じ
た
デ
ザ

イ
ン
校
正
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

回
答	

校
章
デ
ザ
イ
ン
は
す
で

に
１
案
に
絞
り
込
ん
で
お
り
、

そ
れ
を
校
旗
、制
服
、体
操
服
、

書
類
、
封
筒
な
ど
用
途
ご
と
に

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
相
談
し
な
が
ら

決
め
て
い
く
も
の
。

歳
　
　
入

▽
地
域
経
営
推
進
費２

２
０
万
円
減

質
問	

こ
の
減
額
は
、
み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
管
理
運
営
事

業
で
の
要
望
取
り
下
げ
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ど
う
い
っ
た
内
容

か
。回

答	

県
補
助
金
の
申
請
事
務

を
進
め
る
中
で
、
本
補
助
事
業

は
国
に
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る

場
合
に
は
対
象
外
と
い
う
要
件

が
あ
り
、
今
回
は
国
で
該
当
す

る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
取
り
下
げ
と
な
っ
た
も

の
。な
お
、国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

は
、
申
請
か
ら
採
択
ま
で
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
国
の
補

助
は
申
請
せ
ず
に
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
を
充
当
す
る
も
の
と
な

る
。

▽�

新
型
コ
ロ
ナ
定
期
接
種
ワ
ク

チ
ン
確
保
事
業
助
成
金

６
１
２
万
円
皆
減

質
問	

国
の
方
針
に
よ
る
減
額

と
の
説
明
だ
が
、
そ
の
国
の
方

針
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

回
答	

昨
年
度
２
類
か
ら
５
類

に
変
更
に
な
っ
た
関
係
も
あ

り
、
令
和
７
年
度
以
降
は
国
か

ら
の
助
成
は
終
了
し
た
が
、
村

単
独
で
助
成
し
て
い
る
も
の
。

△�

定
額
減
税
不
足
額
給
付
金

１
，
１
７
２
万
円
増

衛

生

費

△�

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
委
託
料�

77
万
円
増

農
林
水
産
業
費

△
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

４
万
円
皆
増

質
問	

漁
港
の
防
犯
カ
メ
ラ
を

ク
ラ
ウ
ド
で
見
れ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
れ
は
津
波
注
意
報
等

で
水
門
が
閉
ま
っ
た
時
で
も
見

れ
る
の
か
。
ま
た
漁
協
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
か
。

回
答	

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
整
っ
て
い
れ
ば
、
ど
こ
で
も

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
を

設
定
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
漁
協

で
も
見
れ
る
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算

民

生

費

△�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
体
制
整
備
事
業
委
託
料

２
５
３
万
円
皆
増

△�

岩
手
県
更
生
保
護
協
会
補
助

金�

５
万
円
増

質
問	

更
正
保
護
法
人
岩
手
保

護
院
改
築
事
業
へ
の
補
助
金
と

の
こ
と
だ
が
、
全
市
町
村
か
ら

の
補
助
の
総
額
と
総
事
業
費
は

い
く
ら
か
。

回
答	

市
町
村
か
ら
の
補
助
金

は
全
体
で
２
千
万
円
と
な
る
。

総
事
業
費
は
４
億
９
５
万
円
で

あ
り
、
実
施
主
体
と
な
る
保
護

院
の
自
己
資
金
も
あ
る
が
、
大

部
分
は
国
、
県
、
市
町
村
等
で

負
担
し
て
い
く
も
の
。

９月
定例会

定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
な
ど

定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
な
ど

33
，，２
５
８
万
円
を
増
額
！

２
５
８
万
円
を
増
額
！  

　
村
議
会
第
８
回
定
例
会
（
９
月
定
例
会
）
を
９
月
17
日
か
ら
開
会
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
と
１
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
及
び
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
な
ど
７
議
案

を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
並
び
に
各
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
は
、
７
会
計
と
も
認
定
し
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
質
疑
と
答
弁
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主要な工事の状況

普代村立普代学園建設工事

くろさき荘の運営状況

道の駅・青の国ふだい

ふるさと納税の状況

　県道は、普代小屋瀬線卯子酉地区道路舗
装修繕工事が着工となっております。
　村道は、黒崎３号線道路改良（その２）
工事、普代駅前１号線歩道改良工事、村内
舗装補修（旧国道２号線）工事が 11 月中の
完成予定、力持港線道路改良（その２）工
事が 12 月中の完成予定で、それぞれ施行中
となっております。沢山線道路改良（その２）
工事は 10 月中に、普代駅前８号線道路改良
舗装（その２）工事、白井港線側溝整備工事、
白井沢向線道路改良工事は 11 月中の発注で
取り進めてまいります。
　漁港は、県での太田名部漁港機能保全工
事と堀内漁港機能保全工事が３月中旬の完
成予定で進められております。
　太田名部地区漁業集落排水処理施設機能
保全工事での処理場内のポンプなどの更新
は、９月中の完成となります。
　公共施設の空調と照明改修工事は、自然
休養村管理センターの空調と落合農林水産
物直売所の照明が８月下旬に完成しており
ます。堀内地区漁村センターの照明は 12 月
中旬の完成予定で施工中でありますし、高
齢者活動施設及び沢向地区コミュニティー
センターの空調と照明は年内完成を目指し
９月中の発注を予定しております。
　歯科医師住宅建設工事は、11 月の完成予
定で施工中であります。

　９月４日、関係各位の出席をいただく中
で、安全祈願祭が執り行われました。
　令和９年２月初旬までの工期で、無事故・
無災害での完成となりますことを願うもの
であります。

　天候に恵まれキャンセルなどもほとんど
ない中での宿泊者数が、トレイル以外の一
般観光利用の 470 人減少が大きく影響し
2,147 人（昨年度比 600 人減）止まりとなり、
事業収入も 32,945 千円（昨年度比 4,801 千
円減）となっております。
　今後は料金優待セールや季節食材限定プ
ラン企画、「トレイルランニング大会」や「ト
レイル北部ルート開通 10 周年記念祭」など
への誘客増に努めつつ、義務教育学校建設
工事関係者の利用の取り込みや村民対象の
イベントの実施などにより、さらなる誘客
拡大に取り組みつつ、売り上げの向上も図
りながら閑散期の宿泊営業も行うよう検討
を続けてまいります。

　４月から８月までの利用客数は、道の駅
の開設前比で 257％（11,639 人増）、売上は
279％（11,172 千円増）となっております。
自主イベントの開催などにより、全体とし
て着実な誘客の伸びが図られております。
　引き続き、村全体の賑わいづくりに寄与
できるよう、立ち寄りたいと思っていただ
ける道の駅づくりに努めます。

　８月末現在で 230,971 千円（前年度比
95.0％、12,202 千円減）となっております。
減少の要因は、主力返礼品の生ウニが今年
度も極端な高値となったことや、物価高等
の影響により、ふるさと納税の全体的な流
れとして、米やティッシュなどの人気が高
まっているからであります。
　今後も丁寧な対応を心がけつつ、リピー
ターの確保に引き続き努めながら、関係事
業者との連携も強め、目標額としている５
億円を達成できるよう鋭意取り組んでまい
ります。

村民の皆さんにお知らせしたい

柾屋村長の行政報告
（9月定例会）

●3
ふだい議会だより  №173

令和７年11月６日発行
●2

ふだい議会だより  №173

令和７年11月６日発行
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令和６年度の決算を認定
嵯峨典行 決算特別委員長

監
査
意
見

計
画
的
な
起
債
の
借
り
入
れ
を

和わ

　
久く

　
喜き

美み

男お 

監
査
委
員

松ま
つ

　
葉ば

　
明あ
き

　
人ひ
と 

監
査
委
員 

計
業
務
等
が
実
施
さ
れ
た
。
翌
年
度
へ

は
１
億
４
，９
２
１
万
１
千
円
を
繰
り
越

し
て
い
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
起

債
現
在
高
も
多
額
で
あ
り
、
公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
地
方
債
の
借

り
入
れ
抑
制
等
を
し
た
結
果
、
9
・

0
％
で
前
年
度
の
9
・
3
％
を
0
・
3

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
の
34
・
91
％

を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
今
後
も
増

加
は
期
待
で
き
ず
厳
し
い
財
政
状
況
が

予
想
さ
れ
る
が
、
村
民
の
行
政
に
対
す

る
期
待
は
大
き
く
、
財
政
需
要
は
さ
ら

に
増
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
務

事
業
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
優
先
度
、

緊
急
度
を
十
分
考
慮
す
る
と
と
も
に
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
一
層
効
果
的
な
行
政
運
営
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　決算特別委員会（嵯峨典行委員長・委員８人）は９月 18日から行
われ、令和６年度の一般会計決算及び４特別会計並びに２公営企業
会計の総額 60 億 2,120 万円を審査しました。村政のさまざまな分
野で質疑が行われた結果、全員賛成で原案のとおり認定しました。
その中の質疑と答弁を抜粋してお知らせします。

村政のさまざまな分野で活発な意見

一
般
会
計

総

務

費

〇	�

災
害
後
方
支
援
拠
点
広
場
整

備
事
業�

１
、
２
６
７
万
円

質
問	

本
事
業
は
今
年
度
で
完

了
と
い
う
こ
と
だ
が
、
防
災
に

関
し
て
、
災
害
が
あ
っ
た
場
合

に
一
番
困
る
の
は
ト
イ
レ
だ
と

新
聞
に
出
て
い
た
が
、
そ
の
よ

う
な
場
合
に
備
え
て
ト
レ
ー

ラ
ー
ト
イ
レ
を
整
備
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
。
災
害
で
活
用

し
た
り
、
被
災
し
た
地
域
に
貸

し
出
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
災
害
に
対
応
し
た
ト
イ
レ

が
必
要
で
は
な
い
か
。

回
答	

現
在
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
場
所
や
、
災
害
後
方

支
援
拠
点
広
場
に
も
ト
イ
レ
は

整
備
さ
れ
て
い
る
。
移
動
可
能

な
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
緊
急
時

の
避
難
者
数
な
ど
を
精
査
し
た

中
で
検
討
し
て
い
く
。

〇	�

総
合
防
災
訓
練�

５
万
円

質
問	

有
事
の
際
、
災
害
対
策

本
部
を
役
場
の
２
階
に
設
置
す

る
が
、
大
き
な
津
波
等
の
場
合

に
は
、
高
台
の
Ｂ
＆
Ｇ
に
本
部

を
設
置
す
る
と
い
う
考
え
は
あ

る
か
。
ま
た
、
公
用
車
の
高
台

避
難
も
す
る
の
か
。

回
答	

基
本
的
に
役
場
の
２
階

以
上
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

た
だ
大
津
波
警
報
の
場
合
な
ど

臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
訓
練
等

を
通
じ
て
対
応
力
向
上
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
公
用
車
に
つ

い
て
は
、
高
台
に
移
動
中
に
被

災
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

〇	�

移
住
者
誘
致
と
持
続
可
能
な

普
代
村
の
創
出
事
業　

９
８
１
万
円

質
問	

事
業
内
容
に
つ
い
て
、

仕
事
モ
デ
ル
構
築
が
３
件
で
、

「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
料
理
人
」、

「
狩
猟
者
」、「
羊
＆
ナ
リ
ワ
イ
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

回
答	

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
料
理

人
は
、
単
に
料
理
を
提
供
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
食
材

や
歴
史
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
た
観
光
ツ
ア
ー
の
造
成
や
、

普
代
村
の
食
材
の
魅
力
を
発
信

し
て
く
れ
る
人
材
を
誘
致
す
る

も
の
。
狩
猟
者
は
、
鳥
獣
被
害

も
全
国
的
に
増
え
て
お
り
、
地

域
の
猟
友
会
も
高
齢
化
し
て
き

て
い
る
中
で
、
一
つ
の
仕
事
と

し
て
、
狩
猟
と
農
業
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
仕
事
モ
デ
ル
と
な

る
。
羊
＆
ナ
リ
ワ
イ
は
、
牧
羊

と
農
業
分
野
な
ど
の
ナ
リ
ワ
イ

を
連
携
し
た
形
で
う
ま
く
発
展

さ
せ
た
い
と
い
う
仕
事
モ
デ
ル

で
あ
る
。

〇	�

普
代
村
定
住
促
進
団
地
整
備

事
業
分
筆
登
記
業
務
委
託
料

２
３
１
万
円

質
問	

普
代
村
定
住
促
進
団
地

に
つ
い
て
、
２
区
画
契
約
に

至
っ
た
と
あ
り
、
４
区
画
残
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
村
外

に
Ｐ
Ｒ
な
ど
し
て
い
る
の
か
。

回
答	

契
約
済
み
の
２
件
に
つ

い
て
は
、
所
有
権
の
移
転
ま
で

終
了
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度

分
は
現
在
受
付
中
で
あ
る
。
Ｐ

Ｒ
は
、
チ
ラ
シ
で
の
周
知
や
広

報
ふ
だ
い
で
の
記
事
掲
載
等
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
も
っ

と
周
知
方
法
や
チ
ラ
シ
配
布
の

時
期
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

衛

生

費

〇	�

普
代
村
脱
炭
素
地
域
づ
く
り

調
査
委
託
料

�

１
、
０
６
７
万
円

質
問	

本
事
業
で
実
施
し
た
、

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設

備
等
が
設
置
可
能
か
な
ど
の
調

査
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

回
答	

村
の
１
１
２
施
設
を
費

用
対
効
果
と
併
せ
て
調
査
し

た
。
最
終
的
に
は
12
施
設
へ
設

置
が
可
能
と
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
決
算
総
額
60
億
円
‼

　

主
な
事
業
と
質
疑
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

災害後方支援拠点広場

定住促進団地

　

一
般
会
計
及
び
４
特
別
会
計
並
び
に

２
公
営
企
業
会
計
の
決
算
総
額
は
、
歳

入
58
億
９
，４
３
７
万
７
千
円
、
歳
出
57

億
７
，２
２
８
万
８
千
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
、
歳
入
で
11
・
52
％
の
増
、
歳
出

は
12
・
29
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
全

会
計
総
額
の
実
質
収
支
は
７
，４
８
５
万

６
千
円
の
黒
字
で
、
単
年
度
収
支
は
１
，

５
９
１
万
８
千
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。

　

村
の
財
政
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
い
て
い
る
が
、
令
和
６
年
度
は
、
特

別
交
付
税
１
億
２
，１
７
６
万
円
が
交
付

さ
れ
、
地
方
交
付
税
は
総
額
で
17
億
５
，

２
８
１
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
0
・
13
％
の
減
と
な
っ
た
。

　

本
年
度
は
、
物
価
高
騰
対
策
地
域
商

品
券
給
付
事
業
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
地
域
産
業
促
進
事
業
、
新
魚
市

場
事
業
工
事
、
義
務
教
育
学
校
実
施
設
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農
林
水
産
業
費

〇	
中
山
間
直
接
支
払
交
付
金

95
万
円

質
問	
こ
の
交
付
金
は
令
和
６

年
度
で
事
業
が
終
了
し
た
と
あ

る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

回
答	

昨
年
、
現
地
調
査
が
あ

り
、現
状
で
は
水
が
溜
ま
ら
ず
、

水
田
と
し
て
機
能
し
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
令
和
７

年
度
か
ら
対
象
外
と
な
っ
た
も

の
。

〇	�

久
慈
地
方
乳
用
牛
群
検
定
推

進
協
議
会
負
担
金�

７
万
円

質
問	

鳥
居
地
区
で
１
業
者
が

牧
場
を
や
っ
て
お
り
、
村
と
し

て
は
大
事
な
畜
産
業
だ
と
思
う

が
、
そ
こ
に
対
す
る
補
助
金
は

な
い
の
か
。
色
々
な
支
援
は
し

て
い
る
と
思
う
が
、
直
接
的
な

補
助
な
ど
を
検
討
で
き
な
い
も

の
か
。

回
答	

直
接
的
な
補
助
で
は
な

い
が
、
資
金
貸
付
の
利
子
補
給

や
、
久
慈
地
方
乳
用
牛
群
検
定

推
進
協
議
会
負
担
金
を
村
で
支

出
す
る
な
ど
し
て
支
援
を
し
て

い
る
。
今
後
の
支
援
に
つ
い
て

も
、
牛
舎
の
改
築
や
機
械
の
更

新
な
ど
の
支
援
が
可
能
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

〇	

水
産
業
活
性
化
事
業
補
助
金

９
０
０
万
円

質
問	

ア
ワ
ビ
の
稚
貝
を
放
流

し
て
い
る
が
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
同
じ
金
額
で
同
じ

状
態
で
の
放
流
で
は
効
果
が
あ

ま
り
な
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

も
っ
と
１
箇
所
に
絞
っ
て
大
量

に
放
流
し
て
み
る
な
ど
、
新
た

な
手
法
で
や
れ
な
い
も
の
か
。

回
答	
ア
ワ
ビ
の
放
流
に
つ
い

て
水
揚
げ
の
量
で
回
答
す
る

と
、
平
成
25
～
26
年
こ
ろ
は
10

ト
ン
前
後
で
あ
っ
た
が
、
震
災

以
降
は
約
１
～
２
ト
ン
前
後
と

減
少
し
て
い
る
。
令
和
４
～
５

年
度
は
少
し
盛
り
返
し
た
が
、

令
和
６
年
度
は
不
漁
で
あ
り
約

０
．
３
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
令
和
４
～
５
年
度

で
は
約
４
割
が
放
流
も
の
で
、

令
和
６
年
度
は
不
漁
の
影
響
も

あ
り
放
流
も
の
は
約
３
割
で

あ
っ
た
。
金
額
や
手
法
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
、
漁
協
な
ど
の

関
係
機
関
と
相
談
し
な
が
ら
再

検
討
し
て
い
く
。

土

木

費

質
問	

以
前
予
算
化
し
て
い
た

が
半
導
体
な
ど
の
関
係
で
、
村

で
の
整
備
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
電

気
自
動
車
用
充
電
ス
タ
ン
ド
に

つ
い
て
、
現
在
は
す
で
に
道
の

駅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
い
っ
た
経
緯
で
設
置
さ
れ
た

も
の
か
。

回
答	

補
助
の
関
係
や
半
導
体

の
供
給
不
足
な
ど
に
よ
り
村
の

事
業
は
な
く
な
り
、
今
設
置
さ

れ
て
い
る
充
電
ス
タ
ン
ド
は
民

間
事
業
者
が
独
自
に
設
置
し
て

運
営
し
て
い
る
。
村
で
は
設
置

す
る
場
所
を
貸
し
出
し
て
い
る

状
況
と
な
る
。

教

育

費

質
問	
普
代
小
学
校
、
中
学
校

に
勤
務
し
て
い
る
教
職
員
数

は
。
ま
た
、
村
内
に
住
ん
で
も

ら
う
よ
う
な
努
力
は
し
て
い
る

の
か
。

回
答	

小
学
校
14
名
、
中
学
校

15
名
で
あ
る
。
現
在
は
学
校
の

近
く
に
管
理
職
の
先
生
方
が
住

ん
で
い
る
。
ま
た
、
先
生
方
の

中
に
は
逆
に
普
代
に
住
み
た
い

と
い
う
方
も
い
た
が
、
住
む
場

所
を
見
つ
け
ら
れ
な
く
て
仕
方

な
く
久
慈
に
住
ん
で
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。
義
務
教
育
学
校

開
校
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
普

代
に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問	

以
前
あ
っ
た
男
女
共
同

参
画
事
業
が
な
く
な
っ
て
い
る

が
な
ぜ
か
。

回
答	

第
１
期
の
男
女
共
同
参

画
の
計
画
が
終
了
し
て
か
ら
活

動
が
少
な
く
な
り
、
６
年
度
に

お
い
て
は
会
議
等
も
行
わ
れ
な

か
っ
た
。
男
女
共
同
参
画
は
女

性
の
活
躍
、
多
様
性
の
問
題
等

の
重
要
な
活
動
で
あ
る
の
で
、

そ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
改
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

歳

入

質
問	

令
和
６
年
度
末
の
村
税

の
各
項
目
に
お
け
る
、
村
税
徴

収
権
消
滅
に
よ
る
時
効
成
立
者

の
件
数
と
金
額
は
。

回
答	

６
年
度
末
の
各
税
に
お

け
る
徴
収
権
の
な
い
滞
納
額
等

は
、
村
県
民
税
で
３
，４
６
２
，

６
０
０
円
、
34
件
、
65
人
。
固

定
資
産
税
で
４
，２
５
８
，６

２
０
円
、
１
２
８
件
、
49
人
。

軽
自
動
車
税
で
４
０
，２
０
０

円
、
６
件
、
17
人
で
あ
る
。

国
保
特
別
会
計

質
問	

今
回
、
不
納
欠
損
処
理

を
し
て
い
る
が
、
ま
だ
処
理
す

べ
き
滞
納
は
あ
る
か
、
あ
る
な

ら
ば
金
額
は
い
く
ら
か
。ま
た
、

不
納
欠
損
処
理
し
た
世
帯
は
、

処
理
し
て
か
ら
病
院
受
診
す
る

場
合
に
、
何
か
特
別
な
対
応
な

ど
し
て
い
る
か
。

回
答	

残
っ
て
い
る
滞
納
者
は

48
世
帯
、
金
額
4
，０
４
５
，

７
８
７
円
と
な
る
。
そ
の
中
に

は
不
納
欠
損
処
理
を
す
べ
き

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
そ
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。
な
お
、
不
納
欠
損
処
理

を
し
て
も
病
院
受
診
に
影
響
は

な
い
。
不
納
欠
損
処
理
を
し
た

後
の
税
の
状
況
で
、
短
期
の
資

格
確
認
証
を
発
行
す
る
な
ど
の

対
応
が
あ
る
。

定例会で決まった議案
議案番号等 議　　　案　　　等 審議結果

議案第１号

令和７年度　普代村一般会計補正予算（第６号）
　補正額 3,258 万 3 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 57 億 1,435 万 9 千円とするもの。
　歳入では、定額減税不足額給付金に係る交付金及び給付金の増額が主なもの。歳出では、物
価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金による定額減税不足額給付金 1,181 万 7 千円増額、子
ども・子育て支援金制度体制整備事業委託料 253 万円の皆増、黒崎地区法面修繕業務（張芝工）
412 万 5 千円・村内防護柵設置業務 181 万 5 千円の増額、新採用職員の増額などが主なもの。

可　決
（全員賛成）

議案第２号
令和７年度　普代村休養施設事業特別会計補正予算（第２号）
　補正額 176 万 7 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 1 億 2,108 万 3 千円とするもの。
　経年劣化による食堂タイルカーペットの張替及び保冷車修繕費用を増額するもの。

議案第３号

普代村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること
　任期満了に伴い現固定資産評価審査委員会委員大村耕一氏（上区）を再任することに同意を
求めるもの。
　任期は令和 7 年 10 月 1 日から 3 年間。 

同　意
（全員賛成）議案第４号

普代村教育委員会委員の任命に関し同意を求めること
　任期満了に伴い現教育委員会委員大村克伸氏（太田名部）を再任することに同意を求めるもの。
　任期は令和 7 年 10 月 1 日から 4 年間。

議案第５号 普代村行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例

報告第１号 令和６年度　普代村の財政の健全化判断比率及び資金不足比率

認　定
（全員賛成）

認定第１号 令和６年度　普代村一般会計歳入歳出決算の認定

認定第２号 令和６年度　普代村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定　

認定第３号 令和６年度　普代村国民健康保険診療施設特別会計歳入歳出決算の認定

認定第４号 令和６年度　普代村休養施設事業特別会計歳入歳出決算の認定

認定第５号 令和６年度　普代村後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定

認定第６号 令和６年度　普代村簡易水道事業会計決算の認定

認定第７号 令和６年度　普代村下水道事業会計決算の認定

発議案第１号 「ゆたかな学びの実現、教職員定数改善と教育予算の拡充に係る意見書」の提出
可　決

（全員賛成）
発議案第２号 「「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書」の提出

義務教育学校建設工事が始まります！
　９月４日、各議員及び関係者が出席する中、
建設工事の安全祈願祭が実施されました。
　関係者約 60名が出席し、白井地区の建設
予定地で行われ、鍬入れなどの神事や鵜鳥神
楽の演舞が行われ、工事の無事を祈りました。
　令和９年２月初旬までの工期であり、無事
故・無災害での完成を願うものです。
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湾内給餌認可へ
再チャレンジを

一部を除く湾内エリア給餌可能

� ―  柾屋村長

大
上
　
智

「一般質問」

質
問

　
定
置
網
等
、
資
源

溢
れ
る
普
代
村
漁
業

存
続
の
た
め
、
漁
業
者
増
加
戦

略
に
向
け
て
、「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」誘
致
に
実
績
の
あ
る
、

株
式
会
社
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
と
協

力
体
制
を
構
築
で
き
な
い
も
の

か
。

柾
屋
村
長

　
株
式
会
社
ア
ー
ス

カ
ラ
ー
に
は
、
い
ろ
ん
な
面
で

取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら
っ
て

い
る
。
ぜ
ひ
村
内
企
業
支
援
に

つ
い
て
、
村
、
村
民
と
一
緒
に

盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

上
記
の
ほ
か
に
「
上
下
水
道

事
業
経
営
戦
略
」
に
つ
い
て

質
問
し
て
い
ま
す
。

答
弁

が
、
本
格
事
業
化
は
採
算
性
の

あ
る
規
模
、手
法
、流
通
方
法
、

蓄
養
ウ
ニ
の
確
保
等
の
課
題
の

検
討
を
漁
協
と
漁
業
者
及
び
水

産
業
者
が
相
談
し
、
方
向
付
け

が
さ
れ
た
段
階
で
、
村
に
つ
な

い
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
県
へ
の

協
議
・
要
請
な
ど
含
め
、
最
優

先
の
取
り
組
み
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
老
朽
化
し
た
「
ふ

れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
」
は
、
新
築
か
、
あ
る
い

は
既
存
施
設
利
用
の
移
転
か
。

　
海
藻
残
渣
の
湾
内

給
餌
認
可
へ
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
。

柾
屋
村
長

　
漁
協
が
県
漁
連
に

提
出
し
た
、
令
和
６
年
度
2
月

か
ら
の
ワ
カ
メ
・
コ
ン
ブ
の
残

渣
給
餌
実
施
計
画
書
に
お
い

て
、
太
田
名
部
地
区
の
旧
魚
市

場
前
な
ど
を
除
く
、
す
べ
て
の

村
内
漁
港
湾
内
エ
リ
ア
も
給
餌

可
能
と
な
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。

　
停
滞
し
て
い
る
村

内
活
気
を
取
り
戻
す

目
的
で
、
村
内
水
産
業
界
全
体

で
、
普
段
の
口
開
け
時
に
採
取

対
象
と
し
て
い
な
い
深
部
に
生

息
す
る
、
未
利
用
ヤ
セ
ウ
ニ
資

源
を
利
活
用
し
た
、
本
格
的
な

ウ
ニ
養
殖
事
業
の
検
討
に
取
り

組
む
べ
き
だ
と
思
う
が
。

柾
屋
村
長

　
蓄
養
へ
の
取
り
組

み
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る

柾
屋
村
長

　
方
向
性
に
つ
い
て

コ
ス
ト
な
ど
の
調
査
を
行
い
、

庁
内
の
村
長
政
策
協
議
を
実
施

し
、
コ
ス
ト
の
最
小
化
、
継
続

し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
考
え
、

耐
震
済
み
施
設
で
あ
る
管
理
セ

ン
タ
ー
へ
の
、
機
能
移
転
す
る

方
向
付
け
を
し
た
。

　
村
税
消
滅
時
効
成

立
者
に
対
す
る
対
応

は
。

柾
屋
村
長

　

死
亡
者
除
き
の
、

不
誠
実
な
納
税
者
発
生
の
懸
念

も
あ
っ
た
が
、
一
部
に
つ
い
て

不
納
欠
損
処
分
を
行
っ
た
。
今

後
に
つ
い
て
も
事
務
取
扱
指
針

に
基
づ
き
処
分
を
行
う
こ
と
と

併
せ
、
時
効
完
成
を
無
く
す
る

よ
う
臨
戸
調
査
に
よ
り
、
滞
納

者
の
誠
意
あ
る
・
な
し
の
把
握

に
努
め
る
等
、
徴
収
対
策
を
強

化
し
、
滞
納
繰
越
分
の
削
減
に

努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

答
弁

答
弁

海
藻
残
渣
の

湾
内
給
餌
認
可

過
年
度
税
金

滞
納
金
回
収
策

就
漁
魅
力
発
信
策
に

よ
る
移
住
・
定
住

ウ
ニ
養
殖
事
業

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

ふれあい交流センター

村政を村政を問問うう
　９月定例会の一般質問には、３人が登壇し、村の課題などに対し、
村当局の考えを問いました。

　一般質問とは、本議会で議員が、執行機関である村長などに対し、村政全般に関す
る事務の状況や将来の方針などについて問うものです。
　「一問一答方式」で行い、１人 60分の制限時間内で質疑を繰り返します。
　一般質問は３月、６月、９月、12月の定例会に限り認められています。

大
おお

　上
かみ

　　　智
さとし

　議員

１.	�｢本格的ウニ養殖事業取組みによる、村内経

済の活性化｣ について

２.	�｢老朽化した、ふれあい交流センターの建設・

移転｣ について

３.	�｢税金滞納者に対する回収策実行｣ について

４.	�｢普代村上下水道事業経営戦略｣ について

５.	�｢地域おこし協力隊｣ について

９㌻

齊
さい

　藤
とう

　正
まさ

　明
あき

　議員
１.	�森林環境譲与税の活用について

２.	�防災・減災対策について
10㌻

金
かね

　子
こ

　泰
やす

　男
お

　議員

１.	�観光行政の推進について

２.	�住宅用下方放出型自動消火装置の助成につ

いて

３.	�働く場の確保策について

11㌻

村の議題を熱く議論！

一 般 質 問

ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー
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告

村
長
の
行
政
報
告

決
算
委
員
会

決
算
委
員
会

決
ま
っ
た
議
案

決
ま
っ
た
議
案

一
般
質
問

一
般
質
問

臨
時
会
・
議
会
の
動
き

臨
時
会
・
議
会
の
動
き



望まれる観光施策の
推進を

様々な魅力を組み合わせた企画

開発を進める�―  柾屋村長

金
子
泰
男

「一般質問」

危険性の高い被害木の
伐採を

県事業の活用を進めている状況

―  柾屋村長

齊
藤
正
明

「一般質問」

の
施
策
を
講
ず
る
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
こ
と
は
全
国

の
地
方
自
治
体
が
危
惧
し
て
お

り
、
岩
手
県
及
び
本
村
に
お
い

て
も
、
進
学
・
就
職
期
に
お
け

る
若
年
層
の
流
出
が
顕
著
と

な
っ
て
い
る
。
企
業
誘
致
が
困

難
な
現
状
で
は
、
行
政
が
一
定

の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ

り
、
公
的
事
業
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
起
業
支
援
制
度
を
通
じ
、

村
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
し

た
仕
事
や
事
業
な
ど
が
創
出
さ

れ
、
新
た
な
相
乗
効
果
も
生
み

出
さ
れ
る
よ
う
、
既
存
施
策
の

利
活
用
等
に
よ
る
民
間
参
入
を

段
階
的
に
促
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
、
ナ
ラ
枯
れ

被
害
が
一
層
進
み
、

枯
損
し
た
樹
木
の
倒
木
な
ど
に

よ
っ
て
、
人
身
ま
た
は
家
屋
な

ど
へ
の
被
害
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
場
合
、
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
立
木
を
事
前
に
伐

採
す
る
こ
と
に
活
用
を
。

柾
屋
村
長

　
県
事
業
の
「
森
林

病
害
虫
等
駆
除
事
業
」
と
、
岩

手
の
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
財

源
と
す
る
「
い
わ
て
環
境
の
森

整
備
事
業
」
の
２
つ
の
事
業
の

活
用
を
進
め
て
い
く
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
幅
広
い
事
業

に
柔
軟
に
活
用
で
き
る
よ
う
県

北
広
域
振
興
局
の
林
務
部
長
を

通
じ
、本
庁
へ
要
望
し
て
い
る
。

　

振
興
局
で
も
そ
れ
を
受
け

て
、急
ぎ
、現
場
の
確
認
を
行
っ

て
お
り
、
対
応
の
検
討
を
振
興

局
の
方
で
も
深
め
て
い
る
状
況

で
あ
る
。　

倒
木
被
害
の
予
防

安
全
対
策
と
し
て
、

危
険
性
の
高
い
被
害
木
の
伐
採

な
ど
に
対
し
て
森
林
環
境
譲
与

税
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

補
助
制
度
の
創
設
の
検
討
を
。

柾
屋
村
長

　
１
つ
は
、
国
か
ら

県
へ
の
補
助
事
業
と
な
っ
て
い

る
「
森
林
病
害
虫
等
駆
除
事

業
」、
２
つ
目
は
、
い
わ
て
の

森
林
づ
く
り
県
民
税
を
財
源
と

し
た
、
県
単
事
業
の
「
い
わ
て

環
境
の
森
整
備
事
業
」、
こ
の

２
つ
を
関
係
機
関
・
団
体
が
連

携
を
し
、
一
体
的
な
取
り
組
み

を
図
っ
て
い
く
。
各
種
の
事
業

の
充
実
・
拡
充
・
強
化
が
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
要
請
し
て
い

く
中
で
、
本
村
各
地
域
の
実
情

に
沿
っ
た
事
業
が
実
施
で
き
る

よ
う
更
な
る
要
請
も
し
て
い

く
。

　
自
主
防
災
組
織
に

関
わ
る
自
助
、共
助
、

行
政
と
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

柾
屋
村
長

　
村
で
は
、
自
助
・

共
助
の
役
割
を
担
う
主
体
と
し

て
、
自
治
会
を
母
体
と
し
た
自

主
防
災
組
織
の
結
成
及
び
活
動

に
対
す
る
補
助
金
制
度
を
新
た

に
創
設
を
し
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
制
度
の
周
知
及
び
活
用
促

進
を
図
り
、
出
来
る
だ
け
早
期

に
、
す
べ
て
の
地
区
で
自
主
防

災
組
織
を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
今
後
の
防
災
士
養

成
研
修
講
座
の
実
施

計
画
及
び
目
標
と
す
る
防
災
士

の
養
成
人
数
は
。

柾
屋
村
長

　
村
で
は
現
在
、
日

本
防
災
士
機
構
が
定
め
る
研
修

機
関
が
実
施
を
し
て
い
る
講
座

に
申
し
込
む
と
い
う
形
で
実
施

し
て
い
る
。

　
目
標
と
す
る
防
災
士
の
養
成

人
数
に
つ
い
て
は
、
別
段
定
め

て
は
い
な
い
。
今
後
も
、自
助・

共
助
の
役
割
を
担
う
主
体
と
し

て
、
防
災
士
の
育
成
に
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
災
害
時
避
難
行
動

要
支
援
者
へ
の
避
難

対
策
は
。

柾
屋
村
長

　
１
つ
に
は
「
情
報

共
有
の
仕
組
み
と
情
報
伝
達
体

制
の
整
備
」、２
つ
目
に
は
「
個

別
避
難
計
画
の
策
定
」
を
、
３

つ
目
に
は
「
避
難
訓
練
等
の
実

施
」
の
３
つ
、
こ
れ
を
基
本
方

針
に
掲
げ
て
い
る
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
及
び
避

難
支
援
等
関
係
者
へ
の
迅
速
・

確
実
な
情
報
伝
達
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
消
防
団
や
自
主
防
災
組

織
等
を
通
じ
て
、
情
報
伝
達
体

制
の
整
備
に
も
努
め
る
。

　
今
後
は
、
住
民
福
祉
課
と
総

務
課
消
防
防
災
係
の
連
携
を
更

に
強
化
し
、
民
生
委
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
取

り
組
み
の
加
速
化
に
努
め
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
を

防
災
・
減
災
対
策

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

も
企
画
し
、
長
期
滞
在
者
の
受

け
入
れ
環
境
の
整
備
な
ど
を
進

め
て
い
く
。

　
防
火
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
万
全
の
備
え
を
す
る
と

い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
住
宅
用

下
方
放
出
型
自
動
消
火
装
置
は

有
効
な
施
策
だ
と
考
え
る
。
金

額
的
に
も
３
万
円
台
で
購
入
で

き
る
物
も
あ
り
、
村
と
し
て
７

５
歳
以
上
１
人
世
帯
に
対
し
て

の
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

柾
屋
村
長

　
火
災
の
際
に
自
動

で
効
果
を
発
揮
す
る
住
宅
用
自

動
消
火
装
置
の
製
品
化
が
進
ん

で
き
て
い
る
が
、
設
置
コ
ス
ト

や
消
火
範
囲
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

等
の
課
題
か
ら
、
一
般
家
庭
へ

の
普
及
は
ま
だ
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
村
単
独

で
の
助
成
制
度
の
創
設
に
は
、

設
置
対
象
や
設
置
基
準
、
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
も
含
め
て
、
更
な

る
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
普
代
村
に
は
、
海

が
あ
り
、山
が
あ
り
、

宿
泊
施
設
が
あ
り
、
す
ば
ら
し

い
自
然
景
観
が
あ
る
が
、
何
を

観
光
の
目
玉
に
し
て
い
る
の
か

が
い
ま
一
つ
見
え
て
い
な
い
。

現
在
、
村
民
が
望
ん
で
い
る
観

光
行
政
と
は
ど
う
い
う
も
の
か

把
握
し
、
子
ど
も
の
夢
が
ふ
く

ら
む
施
策
が
必
要
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

柾
屋
村
長

　
資
源
の
掘
り
起
こ

し
、
磨
き
上
げ
、
そ
の
発
信
の

強
化
、
そ
し
て
民
間
と
の
協
働

で
の
活
用
体
制
の
構
築
な
ど
引

き
続
き
の
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
観
光
推
進
の
方
向
性
と
し

て
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
や
ト
レ
イ

ル
を
含
め
た
自
然
の
資
源
、
歴

史
・
文
化
資
源
、
食
や
季
節
ご

と
の
産
業
活
動
に
伴
う
魅
力
、

諸
イ
ベ
ン
ト
な
ど
あ
ら
ゆ
る
資

源
を
組
み
合
わ
せ
た
体
験
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
を
民
間
事

業
者
と
共
同
で
開
発
・
商
品
化

し
な
が
ら
、
滞
在
・
宿
泊
パ
ッ

ケ
ー
ジ
や
地
域
宿
泊
割
引
な
ど

　
本
村
で
は
今
ま

で
人
口
減
少
対
策
と

し
て
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
講
じ

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
人
口
流

出
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
働
く
場
が

な
い
か
ら
人
口
が
流
出
す
る
わ

け
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
企

業
を
誘
致
す
る
こ
と
も
厳
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
幸
い
に
も
普

代
村
は
観
光
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
で
、
宿
泊
施
設
に
も
っ
と

人
を
呼
び
込
む
思
い
切
っ
た
対

応
策
、
施
策
を
と
る
べ
き
と
思

う
。
何
も
せ
ず
村
の
衰
退
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
少
し
ぐ
ら
い

の
負
担
は
伴
っ
て
も
、
行
政
自

体
が
働
く
場
を
確
保
す
る
た
め

答
弁

観
光
行
政
の
推
進

働
く
場
の
確
保
策

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

ナラ枯れによる倒木

住
宅
用
下
方
放
出
型

自
動
消
火
装
置
の
助

成

住宅用下方放出型自動消火装置

くろさき荘からの漁火
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主な議会の動き主な議会の動き
（6月定例会～ 9月定例会　諸報告より抜粋）（6月定例会～ 9月定例会　諸報告より抜粋）

７/７  第６回臨時会

８/25  第７回臨時会

　審議した案件は、令和 7年度普代村一般会計補正予算 1議案を全員賛成で原案可決した。
◇令和７年度普代村一般会計補正予算（第 5号）
　補正額 667万 8千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 56億 8,177 万 6千円とするもの。
　子ども園備品購入費（エアコン更新 2台）120万円増額、エアコン設置支援補助事業 130
万円増額（25件追加）が主なもの。

　審議した案件は、令和 7年度普代村一般会計補正予算など 6議案を全員賛成で原案可決し
た。
◇令和 7年度普代村一般会計補正予算（第 4号）
　補正額644万6千円を追加し、歳入歳出の予算の総額を56億7,509万8千円とするもの。
　北緯 40度運動公園野球場管理費（野球場非常用放送設備の故障による機器修繕）199 万
4千円増額、鮭の供養塔修繕業務（ライトアップ、塗装修繕）70万円皆増、エアコン設置
支援補助事業 80万円増額（15件追加）が主なもの。
◇令和 7年度普代村休養施設事業特別会計補正予算（第 1号）
　補正額 171万 6千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 1億 1,931 万 6千円とするもの。
くろさき荘大浴場水栓、照明、貫流温水ボイラー熱交換器修繕など。
◇財産の取得に関し議決を求めること
　普代村消防団第 6分団に配備している小型動力ポンプ付積載車を更新するため購入するも
の。

取得予定価格	：	 1,696 万 2千円
取　得　先	：	互光商事株式会社

◇普代村立普代学園（建築）工事の請負契約の締結に関し議決を求めること
工　事　名	：	普代村立普代学園建設（建築）工事
工 事 場 所	：	普代村　白井地内
契 約 金 額	：	 21 億 5,600 万円
請　負　者	：	宮城建設株式会社・株式会社小山組　特定共同企業体

◇普代村立普代学園（電気設備）工事の請負契約の締結に関し議決を求めること
工　事　名	：	普代村立普代学園建設（電気設備）工事
工 事 場 所	：	普代村　白井地内
契 約 金 額	：	 3 億 9,952 万円
請　負　者	：	株式会社カヌカテックプラス

◇普代村立普代学園（機械設備）工事の請負契約の締結に関し議決を求めること
工　事　名	：	普代村立普代学園建設（機械設備）工事
工 事 場 所	：	普代村　白井地内
契 約 金 額	：	 5 億 39万円
請　負　者	：	株式会社カンキョウ

月　　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者
6月9日 役　場 議員全員協議会 各議員

13日 役　場 令和７年第５回普代村議会定例会
正副議長、金子、大上
浩史、齊藤、中上、嵯
峨、森田、大上智議員

25日 役　場 議会広報常任委員会 各委員

7月7日 役　場
議会運営委員会 各委員、正副議長
令和７年第 6回普代村議会臨時会 各議員
議員全員協議会 各議員

8～ 9日 雫石町 第 1回岩手県町村議会議長会政務調査会並びに政務調
査会研修会 正路議長

10日 久慈市 久慈地区市町村議会連絡協議会定例総会 正副議長
16日 役　場 議会広報常任委員会 各委員
　24日 役　場 議会広報常任委員会 各委員

8月5日
自然休養村
管理センター 戦没者追悼式 各議員

役　場 議会運営委員会 各委員、正副議長
6日 盛岡市 岩手県町村議会議長会町村議会夏季議員大学講座 金子、松葉、齊藤議員

14日 北緯 40度運
動公園野球場 村長旗争奪地区対抗野球大会開会式 正路議長

18日

役　場 議員全員協議会 各議員

太田名部漁港 漁港検診
正副議長、金子、松葉、
齋藤、中上、嵯峨、森
田、大上智議員

21～ 22日 東京都 中央研修会・三県合同交流会、岩手県選出国会議員と
の懇談会 正副議長

25日

役　場

議会運営委員会
森田副委員長、金子、
松葉、大上浩史、齊藤、
嵯峨、大上智委員、正
副議長

令和 7年第 7回普代村議会臨時会
正副議長、金子、松葉、
大上浩史、齊藤、嵯峨、
森田、大上智議員

久慈市 市町村からの県要望
正副議長、嵯峨総務常
任委員長、森田産業経
済常任委員長

28日 盛岡市 第 63回知事を囲む懇談会 正路議長

9月4日 白井地内 普代村立普代学園建設工事安全祈願祭
正副議長、金子、松葉、
大上浩史、齊藤、嵯峨、
森田、大上智議員

9日 社会体育館 普代村敬老会 正路議長

10日 役　場 議会運営委員会 各委員、正副議長

14日 役　場 普代村災害対策本部設置運営訓練 正副議長
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ふだい議会だよりは

スマートフォンでも

ご覧になれます。

今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。

一緒に考えよう　この村のカタチ。

発
行
責
任
者

議
　
長
　
　
正
　
路
　
正
　
敏

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
大
　
上
　
　
　
智

副
委
員
長
　
　
齊
　
藤
　
正
　
明

委
　
　
員
　
　
松
　
葉
　
明
　
人

　
　
　
　
　
　
古
　
沼
　
和
　
也

未来予想図   Fudai
Ｖ Ｏ Ｉ Ｃ Ｅ

　

９
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、

秋
の
到
来
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

政
局
に
お
い
て
は
、
国
会
・

県
議
会
と
も
新
体
制
が
動
き
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
ど
も

に
お
い
て
は
、
食
欲
の
秋
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
な
が

ら
、
健
康
に
も
留
意
し
、
平
穏

に
過
ご
せ
る
こ
と
を
願
う
と
こ

ろ
で
す
。�

（
大
上
　
智
）

　

10
月
13
日
に
大
阪
・
関
西
万

博
が
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ど
な
た
か
ら
も
お
誘
い
が
な

く
、
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
残
念
で
す
。

　

で
す
が
、
２
０
３
０
年
に
は

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
次
の
万
博

が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
次
こ
そ

は
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
方
を

再
募
集
し
ま
す
。
ア
ラ
ビ
ア
語

は
私
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

（
古
沼
和
也
）

あ
と
が
き

広報委員からの返信

齊藤 正明 広報副委員長 松葉 明人 広報委員

自然と挑戦が調和する普代のこれから！

藤
ふじ

本
もと

　健
けん

司
じ

さん（41）

村びとのチカラで更なる熱気を！！

藤藤
ふじふじ

原原
わらわら

　　浩浩
ひろしひろし

さん（63）さん（63）

　藤原さんには、日頃から地域のために熱心に
活動を展開していただきまして、感謝しており
ます。
　ロボコン事業では、これまで培ってきたノウ
ハウや経験などをフル活用して、普代村を元気
にするために活躍していただきたいと思いま
す。
　今後の活動を応援しています。

　全国の中から「普代」をお選びいただきあり
がとうございます。
　自然豊かで、静かに時間が流れているところ
がお気に入りとのこと。
　目標を明確にお持ちになる藤本さんの「挑戦
する人を応援する村」は同感です。ともに、活
力ある村にしていくよう頑張りましょう。
※�くろさき荘のフロントから見る「日の出」や久しぶ
りの「漁火」は最高です。地球の丸さも感じること
ができて必見です。

　私は普代村の海と山に囲まれた自然のなかにあ
るゆっくりした時間や、人の温かさが大好きです。
　今はカフェ運営や普代のファンづくりに挑戦し
ながら、新しい価値を生み出すことを頑張ってい
ます。将来は若い世代や子育て世代が増えるよう
な暮らしの提案や、起業に挑戦できる場所にした
いです。
　そのために教育や雇用の課題に向き合いつつ、
村長や議員の皆さんと協働できることを模索して
いきたいです。普代村が「挑戦する人を応援する
村」として未来に誇れる存在になることを願って
います。

　村に移住し１年足らずですが様々な活動を通じ、
村の方々と親交を図ってまいりました。
　“ ふだいまつり ” の山車づくりに関わらせていた
だき、少し役に立てたかなという気がしています。
山車づくりも若い人の参加は減っている様ですが、
参加している人たちは、楽しく責任持って行ってい
ました。やはり地域づくりは住民参加、それに尽き
るなと改めて考えました。
　今後は、府中市とのロボコン事業や旧黒崎小体育
館を活用した事業を進めていきます。
　村の皆さんの協力無くしては進められません。お
願いに伺ったら是非とも宜しくお願いします。


